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お疲れ様です。
医学科３年の川尻です。
 
12月の議事録をお送りします。
 
＜12月定例会＞ 
日時：2012年12月12日（火）
場所：管理棟8階　第1０カンファレンスルーム
 
＜参加者＞
学生：光田さん（医6）、大西さん（医6）、清水さん（医6）、カヤノさん（薬５）、山下さん（医4）、香西さん（歯3）、清水さん（歯3）、佐野さん（医2）、難波さん（医2）、川野さん（医2）、川地くん（吉備４）、川尻
SPさん：山本さん、三石さん
先生方：片岡先生、佐藤先生、安田先生、黒田先生、清木場先生
 
自己紹介テーマ「2012年を振り返って…」
 
＜医療面接＞
シナリオ：息子がAD/HDと思われるお母さんに、AD/HDであることの告知と小児専門医への紹介
 
今回のテーマは「告知」でした。医療者役は６年生の大西さんと清水さんのお二人がして下さり、タイプの違うお二人（大西さんは文化系！清水さんは体育会系！）だからこそ、学びは深まりました。まず議論になったのは、そもそもAD/HDは病気なのか？障害なのか？個性なのか？という点です。AD/HDを病気だと言えば私の育て方が悪いわけではなかったんだと安心するお母さんもいれば、一生懸命育てているのに病気なんて…と感じるお母さんもいます。医療者の一言で救われる患者さん、自殺までをも考えてしまう患者さんもいると聞きました。自分の一言で患者さんの人生を変えてしまうのかもしれないと思うとちょっと怖いですが、患者さんと一緒に前を向いていけるような医師になれるように、これからもOCSIAで色々学ばせてもらいたいな～という結論に至りました。（←個人的な結論です。すみません。）
 
＜二部＞
OCSIA大同窓会の報告を行った後、６年生の清水さんに熱いプレゼンをして頂きました。
一番響いたのは、「両立はできる！」ということです。
清水さんは、サッカー部キャプテンとUSMLEの勉強を両立させ、USMLEも見事passされています。
やりたいことをしぼらなくても、やりたいことは全部やってやろうという気になりました！
後輩への熱いメッセージ、しっかり受け取りました。
ありがとうございました。
 
 
～次回予告～
日時：2012年1月8日（火）
場所：管理棟8階　第1０カンファレンスルーム
 
テーマ「思春期のメンタルケア（仮）」
特別講師の先生が来てくださる予定です！！
 
書記：難波さん、お菓子：川地くん、司会：川尻
 
１月の定例会で最後となる６年生もおられるようですし、何と言ってもあの！！あの！！あの素敵な先生が大阪から来てくださる予定です。
みなさん、新しい手帳に予定を書いておいてくださいね。
詳細はまたご連絡させて頂きます。
 
今年１年、OCSIAにご協力いただきありがとうございました。
来年もよろしくお願い申し上げます。
 
長文失礼いたしました。
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